















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【 複 雑 な 事 件 等 】
審理
員
審
査
請
求
人
処
分
庁
等
≪
審
理
手
続
の
終
結
≫
（§
41
Ⅰ
Ⅱ
）
①
（
参
考
）
審
理
手
続
の
流
れ
参
加
人
必
ず
行
う手
続
申
出
が
あれ
ば必
ず
行
う手
続
審
理
員
の裁
量
判
断
によ
り採
否
が
決
定
され
る手
続
○
審
査
請
求
書
等
を送
付
（§
29
Ⅰ
）
○
弁
明
書
の提
出
の求
め（
§
29
Ⅱ
）
○
弁
明
書
を提
出
②
③
○
弁
明
書
を送
付
（§
29
Ⅴ
）
○
反
論
書
の提
出
期
間
の定
め
（§
30
Ⅰ
）
④
○
反
論
書
を提
出
（§
30
Ⅰ
）
○
参
加
の許
可
又
は求
め（
§
13
Ⅰ
Ⅱ
）
○
意
見
書
の提
出
期
間
の定
め（
§
30
Ⅱ
）
○
意
見
書
を提
出
（§
30
Ⅱ
）
○
証
拠
書
類
等
・物
件
の提
出
（§
32
・3
3）
○
参
考
人
陳
述
・鑑
定
・検
証
・質
問
（§
34
～
36
）
○
口
頭
意
見
陳
述
（§
31
）
○
審
理
手
続
の申
立
てに
関
す
る意
見
の聴
取
（§
37
Ⅰ
Ⅱ
）
○
審
理
手
続
の期
日
・場
所
・審
理
手
続
の終
結
の予
定
時
期
の決
定
・通
知
（§
37
Ⅲ
）
審
理
員
意
見
書
を作
成
（§
42
Ⅰ
）
審
査
請
求
人
等
○
審
理
員
意
見
書
等
の提
出
予
定
時
期
を通
知
（§
41
Ⅲ
）
審
理
員
意
見
書
を審
査
庁
に提
出
（§
42
Ⅰ
）
【主
な事
項
】
○
裁
決
ま
で
の
期
間
の
目
安
と
な
る
標
準
審
理
期
間
の
設
定
を
努
力
義
務
化
○
争
点
等
を
整
理
し
、
計
画
的
に
審
理
を
進
め
る
た
め
の
準
備
手
続
を
新
設
○
不
服
申
立
て
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
不
服
申
立
て
の
処
理
状
況
の
公
表
を
努
力
義
務
化
＜
迅
速
性
の
確
保
＞
≪
審
理
関
係
人
の
責
務
≫
○
簡
易
迅
速
か
つ
公
正
な
審
理
の
実
現
の
た
め
、
審
理
関
係
人
に
、
審
理
に
お
い
て
協
力
す
る
等
の
責
務
≪
審
理
員
候
補
者
名
簿
≫
○
審
理
員
に
な
る
べ
き
者
の
名
簿
の
作
成
を
努
力
義
務
に
（
作
成
し
た
場
合
は
公
に
す
る
義
務
）
≪
情
報
提
供
≫
○
不
服
申
立
て
を
し
よ
う
と
す
る
者
等
の
求
め
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
努
力
義
務
に
○
裁
決
の
内
容
そ
の
他
不
服
申
立
て
の
処
理
状
況
の
公
表
を
努
力
義
務
に＜
透
明
性
の
向
上
＞
≪
標
準
審
理
期
間
≫
○
裁
決
を
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間
（
標
準
審
理
期
間
）
の
設
定
を
努
力
義
務
に
≪
争
点
等
の
整
理
≫
○
複
雑
な
事
件
な
ど
の
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
争
点
等
を
整
理
し
、
計
画
的
に
審
理
手
続
を
進
め
る
た
め
の
準
備
手
続
を
新
設
≪
その
他
≫
○
明
ら
か
に
不
適
法
な
場
合
な
ど
に
は
、
審
理
手
続
を
経
ず
に
却
下
で
き
る
こ
と
を
明
確
化
○
審
理
関
係
人
が
審
理
に
協
力
し
な
い
場
合
に
は
、
審
理
手
続
を
終
結
で
き
る
旨
の
規
定
を
新
設
≪
審
理
過
程
の
透
明
性
の
向
上
≫
○
「
意
見
書
」
な
ど
の
主
張
書
面
を
他
の
審
理
関
係
人
に
送
付
す
る
手
続
を
整
備
○
審
理
員
意
見
書
や
行
政
不
服
審
査
会
等
の
答
申
を
審
理
関
係
人
に
送
付
す
る
手
続
を
整
備
○
審
理
員
意
見
書
や
行
政
不
服
審
査
会
等
の
答
申
と
異
な
る
裁
決
を
す
る
場
合
に
は
、
異
な
る
裁
決
を
す
る
理
由
の
明
示
を
義
務
付
け
審
理
の
迅
速
性
の
確
保
等
「臨床法務研究」第15号
－48－
○
不
服
申
立
前
置
（不
服
申
立
ての
裁
決
を経
た後
でな
けれ
ば訴
訟
を提
起
す
るこ
とが
でき
な
い旨
の規
定
）を
抜
本
的
に
見
直
し
○
次
の
要
件
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、
廃
止
・
縮
小
・不
服
申
立
手
続
に一
審
代
替
性
が
ある
もの
・大
量
の不
服
申
立
てが
され
るも
の
・第
三
者
的
機
関
が
高
度
に専
門
技
術
的
な
判
断
を行
うも
の
等
○
結
果
、
96
法
律
中
68
法
律
で
廃
止
・
縮
小
（
二
重
前
置
（注
）は
全
て
解
消
）
（注
）２
段
階
の
不
服
申
立
て
を
経
な
け
れ
ば
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
改
正
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
い
、関
連
する
３６
１法
律
の
規
定
を整
備
【主
な事
項
】
○
個
別
法
に
定
め
る
不
服
申
立
構
造
を
、
本
体
法
の
改
正
内
容
に
即
し
て
見
直
し
○
不
服
申
立
前
置
を
抜
本
的
に
見
直
し
○
本
体
法
と
同
等
の
手
続
保
障
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
個
別
法
に
定
め
る
不
服
申
立
手
続
を
整
備
（不
服
申
立
期
間
の
延
長
等
）
○
「
異
議
申
立
て
」
or
「
審
査
請
求
」
の
み
⇒
「
審
査
請
求
」
○
「
異
議
申
立
て
」
と
「
審
査
請
求
」
が
で
き
る
場
合
・処
分
庁
に上
級
行
政
庁
が
ある
場
合
の「
異
議
申
立
て」
⇒
申
立
て
が
大
量
な
場
合
等
は
「
再
調
査
の
請
求
」
と
し
て
存
置
・処
分
庁
に上
級
行
政
庁
が
な
い場
合
⇒
原
則
と
し
て
「
審
査
請
求
」
と
「
再
審
査
請
求
」
に
改
正
○
「
審
査
請
求
」
と
「
再
審
査
請
求
」
が
で
き
る
場
合
・処
分
庁
の上
級
行
政
庁
に対
す
る「
再
審
査
請
求
」⇒
廃
止
・そ
れ
以
外
の「
再
審
査
請
求
」⇒
原
則
と
し
て
存
置
＜
不
服
申
立
構
造
の
見
直
し
＞
＜
不
服
申
立
前
置
の
見
直
し
＞
○
不
服
申
立
期
間
を
２
月
（
６
０
日
）
と
す
る
個
別
法
に
つ
い
て
、
３
月
に
延
長
※
不
服
申
立
期
間
を
６
０
日
未
満
と
す
る
個
別
法
に
つ
い
て
も
、
合
理
的
理
由
が
な
い
場
合
に
は
、
３
月
に
延
長
○
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
の
み
を
対
象
と
す
る
特
例
に
つ
い
て
、
不
作
為
も
同
じ
扱
い
に
①
公
開
によ
る意
見
聴
取
、第
三
者
機
関
へ
の諮
問
な
どの
審
理
手
続
の
特
例
、②
指
定
法
人
等
が
行
う処
分
につ
いて
の審
査
請
求
先
の特
例
、
③
処
分
につ
いて
審
査
請
求
をす
るこ
とが
でき
な
い旨
の適
用
除
外
な
ど
○
審
理
・
裁
決
の
公
正
性
が
確
保
さ
れ
る
場
合
等
に
、
審
理
員
の
指
名
や
行
政
不
服
審
査
会
等
へ
の
諮
問
を
適
用
除
外
○
指
定
法
人
等
の
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
、
申
請
認
容
処
分
を
命
ず
る
等
の
権
限
を
審
査
庁
（大
臣
等
）に
付
与
○
公
開
に
よ
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て
、
口
頭
意
見
陳
述
と
同
等
の
手
続
水
準
を
確
保
（処
分
庁
等
へ
の質
問
権
の新
設
等
）
＜
不
服
申
立
手
続
の
整
備
等
＞関
係
法
律
の
整
備
（
整
備
法
）
行
政
不
服
審
査
法
の
全
面
改
正
に
併
せ
、国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
の
充
実
の
た
め
の
手
続
を整
備
【主
な事
項
】
○
法
令
違
反
行
為
の
是
正
を
求
め
る
行
政
指
導
の
中
止
等
を
求
め
る
手
続
（行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め
）を
新
設
○
法
令
違
反
の
是
正
の
た
め
に
さ
れ
る
べ
き
処
分
・行
政
指
導
を
求
め
る
手
続
（処
分
等
の
求
め
）を
新
設
○
行
政
指
導
を
す
る
際
に
許
認
可
等
に
関
す
る
権
限
を
行
使
し
う
る
旨
を
示
す
と
き
は
、
そ
の
根
拠
等
の
明
示
を
義
務
付
け
＜
行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め
＞
＜
処
分
等
の
求
め
＞
≪
対
象
≫
○
法
令
に
違
反
す
る
行
為
の
是
正
を
求
め
る
行
政
指
導
※
（※
根
拠
規
定
が
法
律
に置
か
れ
てい
るも
の）
≪
申
出
が
でき
る者
≫
○
当
該
行
政
指
導
の
相
手
方
≪
申
出
の
要
件
・内
容
≫
○
当
該
行
政
指
導
が
根
拠
法
律
に
定
め
る
要
件
に
適
合
し
な
い
と
思
料
す
る
と
き
は
、
申
出
書
を
提
出
し
て
、
そ
の
中
止
等
の
措
置
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
【行
政
機
関
の
対
応
】
○
必
要
な
調
査
を
行
う
義
務
○
行
政
指
導
が
要
件
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
中
止
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
≪
対
象
≫
○
法
令
に
違
反
す
る
事
実
の
是
正
の
た
め
に
さ
れ
る
処
分
又
は
行
政
指
導
※
（※
根
拠
規
定
が
法
律
に置
か
れ
てい
るも
の）
≪
申
出
が
でき
る者
≫
○
法
令
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
れ
ば
、
何
人
も
可
能
≪
申
出
の
要
件
・内
容
≫
○
法
令
違
反
事
実
の
是
正
の
た
め
に
さ
れ
る
べ
き
処
分
等
が
さ
れ
て
い
な
い
と
思
料
す
る
と
き
は
、
申
出
書
を
提
出
し
て
、
そ
の
処
分
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
【行
政
機
関
の
対
応
】
○
必
要
な
調
査
を
行
う
義
務
○
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
処
分
又
は
行
政
指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
政
手
続
法
の
改
正
異
議
申
立
て
審
査
請
求
○
不
服
申
立
前
置
を
存
置
す
る
場
合
①
不
服
申
立
て
の
手
続
に
一
審
代
替
性
（
高
裁
に
提
訴
）
が
あ
り
、
国
民
の
手
続
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
場
合
（電
波
法
、
特
許
法
な
ど
）
②
大
量
の
不
服
申
立
て
が
あ
り
、
直
ち
に
出
訴
さ
れ
る
と
裁
判
所
の
負
担
が
大
き
くな
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
（国
税
通
則
法
、
国
民
年
金
法
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
な
ど
）
③
第
三
者
的
機
関
が
高
度
に
専
門
技
術
的
な
判
断
を
行
う
等
に
よ
り
、
裁
判
所
の
負
担
が
低
減
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
等
（公
害
健
康
被
害
補
償
法
、
国
家
公
務
員
法
な
ど
）
不
服
申
立
前
置
に
つ
い
て
、
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
不
当
に
制
限
し
て
い
る
と
の
批
判
も
あ
り
、
裁
判
所
の
負
担
等
も
勘
案
し
つ
つ
、
行
政
不
服
審
査
制
度
見
直
し
の
一
環
と
し
て
見
直
し
≪
見
直
し結
果
≫
○
行
政
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
、
不
服
申
立
て
を
す
る
か
、
直
ち
に
出
訴
す
る
か
は
、
国
民
が
選
択
で
き
る
こ
と
が
原
則
。
た
だ
し
、
不
服
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
出
訴
が
で
き
な
い
旨
（
不
服
申
立
前
置
）
を
定
め
る
個
別
法
が
９
６
あ
る
。
【通
常
の
ケ
ー
ス
】（
行
政
事
件
訴
訟
法
の
原
則
）
審
査
請
求
【不
服
申
立
前
置
の
ケ
ー
ス
】
裁
判
所
へ
の
出
訴
処
分 不
服
申
立
て
（行
政
）
処
分
裁
判
所
へ
の
出
訴
不
服
申
立
て
と
出
訴
は
自
由
選
択
異
議
申
立
て
審
査
請
求
再
審
査
請
求
（二
重
前
置
）
or
or
or
国
民
が
直
ち
に
出
訴
す
る
権
利
を
制
限
全
部
廃
止
（自
由
選
択
）：
47
法
律
全
部
存
置
：2
8法
律
一
部
廃
止
・一
部
存
置
：
21
法
律
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
、
農
地
法
、
児
童
扶
養
手
当
法
、
建
築
基
準
法
な
ど
全
廃
：5
法
律
二
重
前
置
（2
1法
律
）
一
重
化
：1
6法
律
68
法
律
で
廃
止
・縮
小
二
重
前
置
は
全
て
解
消
全
体
で
96
法
律
労
働
保
険
徴
収
法
、
住
民
基
本
台
帳
法
な
ど
再
審
査
請
求
の
前
置
を
廃
止
：国
民
年
金
法
、
労
災
保
険
法
な
ど
異
議
申
立
て
に
代
え
て
再
調
査
の
請
求
（自
由
選
択
）を
導
入
：国
税
通
則
法
、
公
害
健
康
被
害
補
償
法
な
ど
特
許
法
(方
式
審
査
は
廃
止
、
実
体
審
査
（審
判
）は
存
置
）
自
衛
隊
法
（訓
練
海
域
漁
業
補
償
は
廃
止
／
隊
員
懲
戒
処
分
は
存
置
）
な
ど
電
波
法
、
生
活
保
護
法
、
国
家
公
務
員
法
な
ど
≪
不
服
申
立
前
置
≫
（
参
考
）
不
服
申
立
前
置
の
見
直
し
行
政
不
服
審
査
法
・整
備
法
関
係
改
正
行
政
手
続
法
関
係
施
行
（
平
成
27
年
４
月
）
新
制
度
移
行
・
第
三
者
機
関
発
足
（
平
成
28
年
４
月
）
26
年
９
月
28
年
４
月
○
施
行
通
知
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
発
出
○
行
政
手
続
条
例
等
の
改
正
（
※
）
地
方
総
務
省
総
務
省
地
方
○
政
令
の
公
布
○
施
行
通
知
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
発
出
○
第
三
者
機
関
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
○
政
令
、
施
行
通
知
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
検
討
適
時
に
情
報
提
供
、
意
見
交
換
等
○
施
行
通
知
等
の
検
討
適
時
に
情
報
提
供
、
意
見
交
換
等
○
国
・
地
方
公
共
団
体
職
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施
※
条
例
に
基
づ
く
処
分
や
行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
公
共
団
体
は
、
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
行
政
手
続
法
第
46
条
）
。
○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
26
年
12
月
27
年
４
月
○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
○
広
報
活
動
の
実
施
○
広
報
活
動
の
実
施
○
標
準
審
理
期
間
の
設
定
○
審
理
員
と
な
る
べ
き
者
の
名
簿
の
作
成
な
ど
〈平
成
27
年
４
月
～
夏
〉
○
行
政
不
服
審
査
会
の
設
置
準
備
○
委
員
の
任
命
準
備行
政
不
服
審
査
法
関
連
３
法
の
施
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
特　　集
－49－
地
方
公
共
団
体
等
の
準
備
の
一
例
総
務
省
等
の
動
向
等
平
成
26
年
11
月
改
正
行
政
不
服
審
査
法
の
内
容
把
握
、
政
令
等
の
情
報
収
集
情
報
提
供
12
月
都
道
府
県
・
市
区
町
村
説
明
会
第
三
者
機
関
の
設
置
の
進
め
方
検
討
平
成
27
年
１
月
団
体
内
で
の
不
服
申
立
て
状
況
の
確
認
施
行
に
向
け
た
進
捗
状
況
確
認
（
１
）
３
月
第
三
者
機
関
設
置
に
つ
い
て
情
報
収
集
第
三
者
機
関
設
置
方
法
検
討
都
道
府
県
・
市
区
町
村
説
明
会
（
第
三
者
機
関
設
置
の
進
め
方
情
報
提
供
等
）
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
等
パ
ブ
コ
メ
４
月
審
理
員
に
よ
る
審
理
手
続
の
整
理
・
口
頭
意
見
陳
述
の
方
法
等
第
三
者
機
関
設
置
方
針
決
定
〈
４
月
～
夏
〉
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
公
布
行
政
不
服
審
査
会
令
公
布
行
政
不
服
審
査
法
施
行
通
知
発
出
審
理
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
公
表
施
行
に
向
け
た
進
捗
状
況
確
認
（
２
）
５
月
第
三
者
機
関
委
員
候
補
者
選
任
検
討
第
三
者
機
関
設
置
等
条
例
案
等
提
示
６
月
第
三
者
機
関
の
事
務
局
設
置
準
備
開
始
行
政
不
服
審
査
条
例
（
規
約
）
検
討
・
第
三
者
機
関
の
組
織
、
運
営
、
閲
覧
手
続
、
口
頭
意
見
陳
述
等
行
政
不
服
審
査
会
委
員
候
補
者
選
定
開
始
８
月
各
府
省
・
団
体
向
け
研
修
開
始
９
月
第
三
者
機
関
委
員
選
任
開
始
施
行
に
向
け
た
進
捗
状
況
確
認
（
３
）
総
務
省
行
政
不
服
審
査
会
準
備
室
発
足
予
定
行
政
不
服
審
査
会
運
営
規
則
、
事
務
処
理
要
領
検
討
12
月
行
政
不
服
審
査
条
例
議
会
提
案
平
成
28
年
１
月
条
例
を
踏
ま
え
た
規
則
・
要
綱
の
整
備
第
三
者
機
関
の
委
員
の
任
命
手
続
の
開
始
行
政
不
服
審
査
会
委
員
選
任
手
続
３
月
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
準
備
・
審
理
員
候
補
者
の
選
定
、
名
簿
作
成
、
指
名
手
続
の
整
理
・
審
理
員
の
補
佐
体
制
の
整
理
等
４
月
行
政
不
服
審
査
法
施
行
行
政
不
服
審
査
条
例
施
行
（
参
考
）
改
正
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
向
け
た
工
程
表
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